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場

勝

義

雄

一

新
古
典
派
非
貨
幣
的

成

長

理

論
(

た

と

え

ば

甲

声

S
O
-

｡

宅

〔
}

N

〕

)

に

お

い

て

は
､

均
斉
資
本
集

約
度
お
よ

び

資
本
の

限
界
生

産
力
は

､

技
術
的
生

産
関
数
と

貯
蓄
行
動
に

ょ
っ

て

決
定
さ

れ
る

｡

い

ま
､

こ

の

経

済
に

お

け

る

均

斉
資
本
集
約
度
で

の

資
本
の

限
界
生

産
力
が

､

投

資
家
の

要
求
す
る

あ

る

最
低
限
の

収
益
率
以

下
で

あ
る

と

す
る

な

ら

ば
､

投
資
家

は

資
本
を

購
入
し

ょ

う
と

ほ

し

な
い

で

あ

ろ

う
｡

他
方

､

貯
蓄
を

す
る

人

人
が

､

こ

の

よ

う
な

低
い

限
界
生

産
力
の

も

と
で

あ
っ

て

も

所
得
の

一

定

割
合
を

貯

蓄
し
っ

づ

け
る

も

の

と

す
れ

ば
､

貯
蓄
が

投

資
を

上

回

り
､

有

効
需
要
の

不

足
及
び

不

完
全
雇
用
と

い

う
ケ

イ
ン

ズ

の

困
難
が

生

じ
る

こ

と
に

な

る
｡

ナ

T
O

b

巨
.

〔

-

占

ほ
､

こ

の

よ

う
な

事
態
が

､

実
物
資
本
以

外
の

何
ら

か
の

代
替
的
な

価
値
貯
蔵
手
段
(

た

と

え

ば
､

貨

幣
)

が

存
在
す
る

場
合

回

避
し

得
る

こ

と

を

示
し

た
｡

ト

ー

ビ

ン

の

分
析
か

ら

得
ら

れ
た

主
な

結

論
は

､

次
の

よ

う

な

も
の

で

あ
る

｡

拙

均
斉
状
態
で

の

資
本
集
約

度
は

､

非
貨
幣
経
済
よ

り

も

貨
幣
経
済

に

お

け
る

方
が

低
い

(

こ

れ

を

｢

貨
幣
の

非
中
立

性
I
+

と

呼
ぼ

う
)

｡

㈲

貨
幣
当
局
は

､

名
目
貨
幣
供
給
量
の

変
化
率
を

操
作
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

均

斉
状
態
で

の

資
本
集
約
度
に

影

響
を

与

え

る

こ

と

が

で

き

る

(

｢

貨
幣
の

非
中
立

性
Ⅱ
+

)
｡

本
稿
の

目
的
は

､

ナ

T
O

b

呂
.

〔

-

ど

お

よ

び

芦

S
i

告

賀
∽

打

二
-

○
〕

-

〔

〓
〕

の

モ

デ
ル

の

性
蒋
を

明
確
に

し
､

貨
幣
の

非
中
立

性
Ⅰ

､

Ⅱ

が

成

立
す
る

こ

と
､

お

よ

び

均
衡
の

動

学
的
安

定
性

を

検
討

す

る

こ

と

に

あ

る
｡

二

産
出
量
を
ア

､

資
本
ス

ト
ッ

ク

を

革

労
働
量
を
Ⅳ

と

す
れ

ば

生

産
関
数
は

､

勺

=

月
内
L
勺
)

(

-

)

と

表
わ

さ
れ

る
｡

こ

の

生

産
関
数
が

､

且

と
Ⅳ

に

関
し
て

一

次
同
次
で

あ

る

と

す
れ

ば
､

甲

山

5

与
､

打

…

内
＼

考

と

定
義
し

て
､

仙

式
は

次

の

よ

う

に

書
き

改
め

ら

れ

る
｡

苛
､
(

計

)
･

(

l
)

こ

の

生

産
関
数
は

､

w
e

宇
訂
F
p

v

a

で

あ

る

と

す
る

｡

(
N

)

ト

ー

ビ

ン

･

モ

デ
ル

ほ
､

さ

ら

に

以

下
に

示

さ

れ
る

与
つ

な

特
徴
を

も

っ

て

い

る
｡

(

2
)

川

人
々

は

物
価
変
化
率
を
正

確
に

予

想
す

る

も

の

と

仮
定
す
る

｡

い

ま
､

p

を

財
を
ニ

ュ

ー

メ

レ

ー

ル

と

す
る

物
価
水

準
､

空
也

を

現
実
の

物

価
変
化
率

､

和

を

予
想
物
価

変
化
率
と

す
れ

ば
､

に

表
わ
さ

れ

る
｡

こ

の

仮
定
は

次
の

よ

う

七-
=
司

?

七

こ

こ

で
､

ド
ァ

ト

(

い

)

-7

(

･

)

ほ

当
該
変
数
の

時
間
f

に

関
す
る

微
分
(

d

一
朗
)

甜
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を

示

す
も
の

と

す
る

｡

㈲

人
々

は

実
質
可
処
分
所
得
の

一

定
割

合
∫

(

○

<
句

<
-

)

を

貯
蓄
す

る

も

の

と

仮
定
す

る
｡

実
質
可
処
分
所
得
P

は

次
の

よ

う
に

定
義
さ
れ

る
｡

語

ユ
蛸
)

‖

去
＋

T

尖
び

(

占

必

は

名
目

貨
幣
供
給
量
で

あ

り
､

政
府
が

赤
字
支
出
に

よ
っ

て

発
行
し
､

諸
個
人
に

移
転
支
払
い

す
る

も
の

と

す
る

｡

貯
蓄
の

一

部
は

実
物
資
本
の

保
有
量
へ

の

付
加
分
の

形
(

栂
)

を

と

り
､

ま
た

他
の

部
分
は

貨
幣
の

保
有
量
へ

の

付
加
分
の

形
(

長
竹
)

を

と

る
｡

ト

=
代
(

ヽ
(

計
)

＋
R
9

､
(

計

)

)
〉

代
-

<
○

-

代
岨

>
○

(

○

(

3
)

と

想
定
す
る

｡

こ

こ

で
､

£ 1

､

品

は

そ
れ

ぞ
れ

£

関
数
の

第
一

項
お

よ

び

∂3 β

第
二

項
に

関
す
る

偏
倣
係
数
で

あ

る
｡

m

式
は
ゐ

と

和

の

関
数
で

あ

り
､

し
た

が
っ

て
､

こ

こ

で

の

仮
定
は

､

ユ
㌍
す

(

望

あ
る

い

は
､且

工
鵬
)

T
(

蛸
)

で

表
わ

さ
れ

る
｡

(
h

)

(

凸
､

ト
ー

ビ

ン

は
､

こ

こ

で

政
府
が

統
制
し

得
る

の

は

名
目
貨
幣
供
給
量
の

正
の

率
九

(

…

卓
考
)

で

増
加
す

る

も
の

と

す
れ

ば
､

に
一

人

当
り
の

形
で

書
き

改
め

ら

れ

る
｡

計

=

阜
(

計
)

-
(

-

1

且
(

七

-

竺

已
喜
一

邑
.

こ

こ

で
､

m

は
一

人
当
り

実
質
貨
幣
残
高
で

あ

る
｡

変
化
率

(

幣
↓

の

み

で

あ

る

と

仮
定
す
る

｡

い

ま
､

労
働
が

一

定
の

し
か

も
む

ト封
=
代
-

､
バ
計

)

＋
代

㌔
(

計
)

>
○

､

む

ト割
‖
代
･

<
｡

で

あ

る

か

ら
､

例

式
は

一

般
的
に

､

ト

=
ト
(

計

も
リ

シ
ト
ー

>
○

-

ト
凹

<
○

(

00
)

と

な

る
｡

し
た

が

っ

て
､

こ

こ

で

の

仮
定
は

､

3
=
ト
(

計
-

司
也

ソ

ト
ー

>
○

-

ト
田

<
○

(

3

と

表
わ

さ

れ
る

｡

ヨ
ーー一

旦
勺

当

の

両
辺
の

対

数
を

と

り
､

時
間
に

関
し

て

微
分

す
れ

ば
､

次
式
を

得
る

｡

き
=

ヨ
(

七

1

竺
七

-

且
●

(

岩
)

以

上
の

こ

と
か

ら
､

ト
ー

ビ

ン

･

モ

デ
ル

は
､

榔
､

㈲
､

㈲

お

よ

び

佃

の

4

本
の

方

程
式
体
系
に

よ
っ

て

要
約
さ

れ
る

｡

さ

ら
に

こ

れ

ら
を

､

た

灯

式
は

次
の

よ

う

(

か
)

叫

貨
幣
市
場
は

常
に

均
衡
が

成
立
す

る

も
の

と

仮
定
す
る

｡

一

人
当
り

実

質
貨
幣
需
要
量
を
エ

と

し
､

貨
幣
需

要
関
数
を

､

と
m

に

関
す
る

2

本
の

微
分
方
程
式
体

系
に

要
約
し
ょ

う
｡

伶

式
を

､

㈲

式
に

代
入

す
れ

ば
､

ヨ
=
ト
(

ぎ

里
已

と

な

り
､

こ

れ

は

如
に

つ

い

て

解
く
こ

と

が

で

き
る

｡

い

ま
､

仲
m

匂
(

計

盲
)

勺

(

-

-

)

(

-

N

)



し
+

定

義
し
ょ

う
｡

そ

の

と

き
､

弧

式
は

､

∋
=
ト
(

計

も
(

タ

∋
)

)

と

な

る
｡

α

式
の

両
辺
を

､

恥
を

求
め

れ

ば

君
･

甘
〉

(

ご
)

､

ぉ

お

よ

び

m

で

そ

れ

ぞ
れ

偏
微
分
し

､

軌
､

(
-

ひ

)

君
汁
<
｡

が

得
ら

れ

る
｡

㈲

式
に

､

佃

式
を

代
入

す
れ

ば
､

か

=

ち
(

計
)

-
(

-

-

ユ
{

七

-
匂
(

計
､

ヨ
)

首
1

急

が

得
ら
れ

る
｡

ま
た

､

脚

式
に

旧

式
を

代
入
し

て
､

き
=
ヨ
ニ

七

-
匂
(

ぎ

ヨ
)

-

旦

を

得
る

｡

し
た

が

っ

て
､

ト

ー

ビ

ン

･

モ

デ
ル

は
､

の

微
分
方

程
式
に

ょ
っ

て

要
約
さ

れ

る
｡

(

-

占

(
-

い

)

佃

式
､

姻

式
の

2

本

ま

た
､

抑

式
か

ら
､

物
価
変
化
率
が

均

斉
状
態
で

は
一

定
で

あ
っ

て
､

名
目

貨
幣
供
給
量
の

成
長
率
マ

イ
ナ
ス

労
働
の

成
長
率
と

な

る

こ

と

を

意

味
す

る
｡

四

つ

ぎ
に

､

こ

の

モ

デ
ル

の

均

衡

解
の

局
所
的

安
定

性
に

つ

い

て

検

討
し
ょ

う
｡

微
分
方
程
式

体
系

､

他

式
､

㈹

式
に

お

い

て
､

均

衡
解

(

ぎ
ミ
)

>
(

○
-

3

の

近

傍
で

テ
ー

ラ

ー

展
開
し

､

高
次
の

項
を

無
視
す

れ

ば
､

ヤ

コ

ー

ビ

ア

ン

〃

が

求
め

ら

れ

る
｡

ユ
柑

…

柑
]

た

だ

し
､

こ

こ

で

㌢
★

.
=
(

革
ぎ
-｢
ち
＋
(

丁
ユ
ゴ

も
打

-
ぶ

㍉
-

㌔

=
(

阜
ぎ
)

√
-
(

丁
ユ
(

さ

-
喜
色
ヨ
)

<
○

)

シ
芦

書

=
(

ぎ
＼

む

計
)

書

=

-
ヨ
令

旨

<
○

}

ふ
岩

書

=
(

P
訂
＼

む

且
廿

=

-
ヨ
昏

さ

>
○

}

(

-

3

(

-

ヱ

( 5 9 ) 研 究 ノ ー ト

三

均
斉
成
長
状
態
を

､

か

=
罫

=
○

で

定
義
す
れ

ば
､

佃

式
､

姻

式
か

ら
､

ち
(

計

J

-
(

-

-

古
さ

蔓
T

=

邑
★

}

昏
(

ぎ
ヨ
J

=
(

里
且

ヰ

=
七

-
さ

を

得
る

｡

こ

こ

で
､

*

印
は

均
斉
値
を

示
す

｡

個

式
は

､

均
斉
状

態
で

の

資
本
集
約
度
が

､

(

-

8

(

-

○

ソ

ロ

ー

の

非

貨
幣
的
成
長

モ

デ
ル

の

場
合
よ

り

も

低
い

こ

と

を

表
わ

し

て

お

り
､

ト

ー

ビ

ン

の

結
論

(

4
)

拙
つ

ま

り

貨
幣
の

非
中
立

性
ぃ
が

成
立

す
る

｡

で

あ
る

｡

こ

こ

で
､

*

印
は

均

衡
値
で

の

偏
徴
係
数
を

示

す
｡

た

だ

し
､

右
辺
の

変
数
の

*

印
は

省
略
す
る

｡

守
S
㌔
=

ち
＋
(

丁
ユ
き
匂
訂

1
さ

-
ヨ
昏
き

(

N

O
)

で

あ

り
､

ち
＋
(

丁
五
言
昏

訂

-
さ

Ⅳ
○

な

ら
ば

､

守
莞
恥

㌔
>
○

と

な

り

均
衡
は

不

安
定
で

あ
る

｡

ま

た
､

行
列
式

b

冬

㌔

を

求
め

る

と
､

b
ぎ

㌔
‖

-

∋
匂
ヨ

六
魯
聖
母
ヨ
)

(

-

-
且
(

さ

ー
3
尽

き
)

＋

ち
＋
(

丁
几

菖
匂
打

主
)

(

N

-

)

9

と

な

る
｡

こ

こ

で
､

曳
､

＋
(

丁
且

∋
昏
恕

-

点
肌

○

な

ら
ば

b
畏

㌔
<
○

と

ぅ3
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第 一 図

グあ = β

〃
)

ニ

･
･
･

n

ル

桝

*

桝

一丁

〃

と

お

き
､

そ
の

結
果
を

仝

微
分
し

､

(

軋

旦
蟄
)

に

つ

い

て

解
く
こ

と
に

よ

細∂

っ

て

得
ら
れ

る
｡

[

約
]

㍉
･

幣
｡

(

N

N

)

サ

ド
ル

･

ポ

イ
ソ

ト

な

り
､

均
衡
は

鞍

点

と

な
る

｡

ま
た

､

と
で

＋
(

-

-
ユ
ヨ
昏

計

-
芦

>
○

で
､

し

か

も

〓
内
の

負
の

第
一

項
の

絶
対

値
よ

り
も

大
き
い

な

ら

ば

b
冬

㌔

>
○

と

な

り
､

こ

の

場
合
に

は

ゴ
･

莞
仏

㌔
>
○

で

あ

る

か

ら

不

安
定
均

衡
と

な

る
｡

と
こ

ろ
で

､

曳
､

＋
(

-

-

ユ
∋
昏
旨

-
さ

の

符
号
は

､

→

計

=
○

曲
線
と
か

=
○

曲
線
が

ど
こ

で

交
わ

る

か

に

依
存
す
る

｡

そ
こ

で

次
に

､

3 .

=
○

曲
線

､

(

5
)

か

=
○

曲
線
に

つ

い

て

検
討
し
ょ

う
｡

ま

ず
､

→

計

=
○

曲
線
の

傾
き
は

､

姻

式
で

き

=
○

(

た

だ

し
､

ヨ
>
○

)

し

た

が

っ

て
､

さ
=
○

曲
線
は

第
一

図
の

よ

う
な

右
上

が

り
の

曲
線
で

示

さ

れ

る
｡

つ

ぎ
に

､

か

=
○

曲
線
に

つ

い

て

は
､

か

=
○

と

な

る

の

は
､

脚

式
か

ら

明
ら
か

な

よ

う
に

､

息
バ
計
)

-
(

-

-

エ
ー

七

-
匂
(

計
)

且
盲
-

邑
=
○

(

N

山

)

の

と

き
で

あ

り
､

ヨ
=
○

な

ら

ば
､

か

=
○

と

な

る

の

は
､

｢

曳
(

計

)

-

鼓

=
○

で
､

七

-
匂
(

計

も
)

が

有
限
+

の

場
合
で

あ
る

｡

こ

こ

で
､

ミ
バ
計

)

1

已
q

=
○

と

な

る

克

を
一

た

と

定
義

す
る

｡

こ

の

方
は

､

ソ

ロ

ー

の

成
長
モ

デ
ル

に

お

け
る

資
本
集

約
度
で

あ

り
､

こ

の

モ

デ
ル

で

達
成
可
能
な
ゐ

の

最
大
値
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

ヨ
‖
○

の

と

き

か

ーー
○

と

な
る

の

は
､

｢

呉
‥

計
‥

T
声

訂
○

で
､

七

-
魯
(

か

○
)

が

有
限
+

の

と

き

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

生

産
関
数
の

仮
定
か

ら
､

一

ん

の
一

義
的

存

在
が

保
証
さ

れ
る

｡

こ

こ

で
､

｢

任
意
の

ゐ

に

対

し

て
､

匂
(

計

も
)

が

有
限

で

あ

る

関
数
¢

が

存
在
す
る

｡

+

も

の

と

仮
定
す

る
｡

こ

の

仮

定
は

､

あ

る

ゐ

に

対

し

て

貨
幣
を

資
産
と

し

て

誰
も

保
有
し

ょ

う
と

は

し

な
い

物
価

上

昇
率
が

あ
る

こ

と

を

意
味
す
る

｡

ま

た
､

こ

の

仮
定

は
､

か

=
○

曲
線

が

ゐ

軸
上
で

､

ぷ

に

お

い

て

交
わ

る

こ

と

を

保
証
す

る
｡

計

<
計

で

あ
る

と
き

､

訂
○

曲
線
上

で
､

ヨ
>
○
､

七

-
魯

>
○

と

な

る

こ

と
は

容
易
に

示
さ

れ

る
｡

こ

れ

は
､

計

<
凱

の

と

き
､

亀
バ
計

)

-

鼓
>
○

で

あ
る

か

ら
､

例

式
は

､



(

-

-
且

盲
1
魯
(

タ

且
盲
=

阜
(

計

)

-

邑
>
○

と

な

り
､

∋
>
○
､

七

-
魯

>
○

と

な

る
｡

餉

式
を

全

微
分
し

､

(

争
忘
計
)

に

つ

い

て

整
理

す
れ

ば
､

㌻
○

曲
線

の

傾
き

を

示
す

式
が

得
ら
れ

る
｡

[

約
]

㍉
ち
十
(

-

-

且
∋
匂
旨

-
さ

(

-

-

且
(

七

-
昏

-
ヨ
魯

ヨ
)

.

(

N

土

( 6 1 ) 研 究 ノ ー ト

上

述
の

と
こ

ろ

か

ら
､

分
母

は

正
で

あ

り
､

糾

式
の

符
号
は

分
子
に

の

み

依
存
す
る

｡

生

産
関
数
の

仮

定
に

ょ

り
､

計

1
0

の

と

き

ヽ
(

計
)

1
8

で

あ

り
､

か

=
○

曲
線
が

ゐ

軸
と

交
わ

る
こ

と
か

ら
､

か

=
○

曲
線
は

第
一

図

の

よ

う
な

形
状
と

な

る
｡

ま

た
､

計

=
○

曲
線
は

､

曳
､

(

計
)

＋
(

}

-
エ
ヨ
包
む

-
芦

=
○

と

な

る
一ゐ
で

極
大
と

な
る

｡

月
払

-

e
>
七

-
さ

な

る

仮
定
を

追
加

す

る

こ

と

に

よ
っ

て
､

正

の

実

質
貨
幣
残

高
で

均

衡
が

一

義
的
に

存
在
す
る
こ

と

が

保
証
さ
れ

る
｡

こ

れ

は
､

血

ズ
吋

-

ヨ
)

=
七

-
さ

と

い

う
事
実
か

ら

た

だ

ち
に

わ
か

る
｡

監
＼

む

∋

=

-
(

-

-

ユ
(

七

-
匂

-
∋
魯

芦
)

∧
○

で

あ
る

か

ら
､

か

=
○

曲
線
の

上

方
の

領
域
で

は
･

ゐ

は

負
で

あ

り
､

下
方

の

領
域
で

は
､

･

ゐ

は

正

と

な

る
｡

姻

式
を
た

で

偏
傲
分
す

れ

ば
､

む

畳
む

む

=

-
ヨ
昏

旨

<
○

と

な

り
､

き
=
○

曲
線
の

上

方
の

領
域
で

は
､

･

仇

は

正
で

あ

り
､

下

方
の

領
域
で

は
･

仇

は
､

負
と

な
る

｡

以

上
の

こ

と
か

ら
､

さ
=
○

曲
線
が

､

軒

=
○

曲
線
の

正
の

傾
き

を
も

つ

部
分
で

交
わ

る

と

き
､

均

衡
ほ

不

安
定
で

あ

り
､

ゼ

ロ

ま

た

ほ

負
の

傾
き

を
も

つ

部
分
で

交
わ

れ
ば

､

均
衡
は

鞍
点
と

な

る
｡

第
一

図
で

は
､

均
衡

(

6
)

が

鞍
点
と

な

る

場

合
が

示
さ

れ
て

い

る
｡

こ

こ

で
､

貨
幣
が

非
中
立

的
Ⅱ
で

あ
る

と

い

う
ト

ー

ビ

ン

の

結
論
㈱
が

(

(

7
)

成
立

す
る

こ

と

は

容
易
に

示

さ

れ
る

が
､

均
衡
が

鞍
点
で

あ

る

か

ら
､

新

し
い

均
斉
状
態
に

到
達
す
る

と
い

う
保
証
は

な
い

｡

そ
こ

で
､

次

節
で

は

こ

の

モ

デ
ル

の

拡
張
を

行
な

お

う
｡

五

こ

こ

で

は
､

さ

き

の

完
全

予

見
の

仮
定
い
を
は

ず
し

､

適
応
予
想

(
む

己
a

勺
t

才
e

e

父

七
2

C
t

P
t
小

O

n
S

)

の

仮
定

､

朴
Q

=

Å
司

-
ヨ

シ
白

>
○

(

N

∽

)

を

導
入

し

ょ

う
｡

こ

の

仮
定
は

､

予
想
物
価
変
化
率
が

､

現
実
の

物
価
変

化
率
(

司

川

里
且

と

く
い

ち
が

っ

た

場
合

､

そ

の

差
(

司

-
司
Q

)

に

比

例

し

て

予
想
物
価
変
化
率
を

調
整
す
る

こ

と

を

意
味
す

る
｡

こ

こ

で
､

α

は

正
の

定
数
で

､

予
想
の

調
整

速
度
で

あ

り
､

α

の

値
が

大
き
い

ほ

ど

調
整

に

要
す

る

時
間
は

短
か

く

な

る
｡

修
正

さ
れ

た
モ

デ
ル

は
､

㈲
､

㈱
､

㈹
お

よ

び
㈲

の

4

本
の

方
程
式
体

系
に

よ
っ

て

要
約
さ

れ
､

こ

れ

は
､

声
S

巨
岩

S

打
-

〔

岩
〕

)

〔

ロ
〕

の

モ

デ

ル

と

同
一

で

あ
る

｡

こ

の

モ

デ
ル

を
､

和

と
た

に

関
す
る

2

本
の

微
分
方

程
式
に

要
約
す
る

こ

と

か

ら

始
め

よ

う
｡

ま

ず
､

㈱

式
を

時
間
で

微
分
す
れ

ば
､

さ
=
ト
ー

む

＋
ト

も
句

(

N

ひ

)

を

得
る

｡

醐

式
を

書
き

改
め

る

と
､

司

=
七

1
さ

-

旦
ヨ

∂卓上



一 橋論叢 第七 十 三 巻 第六 号 ( 6 2 )

と

な
り

､

こ

れ

を

掛

式
に

代
入

す
れ

ば
､

抄
也

=
ヘ

ス
七

-
き

一

旦
ヨ
ー
司
Q

)

(

N

O

を

得
る

｡

こ

の

節

式
に

､

例

式
を

代
入
し

､

･

和

に

つ

い

て

整
理

す
れ

ば

次

式
が

得
ら

れ

る
｡

れ

偏
微
分

す
れ

ば
､

宕
{

畑

鴨
}

★

‖

･

郎

∂4 β

熊

∋
(

七

-
芦

1

ぎ
)

-
鶏

ト
ー

む

討
也

‖

=

ヨ
＋
R

ト
山

(

N

加

)

宕
{

柵

絹
｢
=
(

-

-

且
(

ト

ー
さ

ト
u

)
＼

む

(

訟
)

(

窒
)

こ

の

朗

式
は

､

㈲

式
を

考
慮
し
て

､

若
干
の

書
き
か

え

を
お

こ

な

え
ば

､

次
式
が

得
ら
れ

る
｡

〔

ス
七

-
さ

-

ぎ
)

-
(

ス
計

ト
ー
＼

ト
)

(

ミ
む
)

肖
Q

‖

ー

＋
熊

ト
U
＼

ト

(

8
)

つ

ぎ

に
､

㈲

式
を

次
式
の

よ

う
に

書
き

改
め

る
｡

か

=

阜
(

計
)

-
(

丁
且
(

で

1
司
Q

)

ヨ
一

基
.

(

N

や

)

(

e
､

を

得
る

｡

こ

こ

で
､

弓

=
ヽ

-

ミヾ

>
○

は
､

競
争
的
実
質
賃
金
率
で

あ
る

｡

ま
た

､

む

…
(

む

ト
＼

む

計
)

(

ミ
ト
)

=
計

ト
ー
＼

ト

ほ
､

実
質
残
高
需
要
の

資
本
ス

ト

(

9
)

ッ

ク

に

対

す
る

弾
力
性
で

あ
る

｡

む

Ⅳ
-

な

ら

ば
､

一

票
や
計
)
＼

む

旦
書

は

負

と

な
る

｡

ま

た
､

一

む

(

そ
月
二

訂

㌔

は
､

正
で

あ
る

｡

か

盲
=
○

曲
線
の

均

斉
状
態
の

近

傍
に

お

け

る

傾
き

は
､

次
式
に

よ
っ

㈲

式
に

㈱

式
を

代
入

し
､

両
辺
を
た

で

わ

れ

ば
､

巾
･

消
去
よ

)

(

言
)

叫
t
さ

(

旨
)

ト

を

得
る

｡

修
正

さ

れ

た
モ

デ
ル

は
､

脚
､

鯛
の

2

本
の

微
分
方
程
式
に

よ

っ

て

要
約
さ
れ

る
｡

均

斉
状
態
を

､

祢
Q

=
か

汀
○

で

定
義
す
る

｡

そ
の

と

き

均
斉
状
態
で

は
､

次
の

二

つ

の

式
が

成
立
す

る
｡

て

与
え

ら
れ

る
り

[

鵬
]

卜

{

む

(

ミ
計

)
＼

p
司
Q

一

(

-

-
且
(

ト

ー
さ

ぃ
岨

)

計

{

只
今
計
)
＼

欝
}

h

さ

＋
(

-

-
ユ
(

包

1
-

)

芦

ト(

山

h

)

司

㌔

=
司

書

=
七

-
さ

､

と
っ

(

計

J

-
(

-

-
且
さ

ト
(

雪

も
㌔
)

=
声
計

書

(

い
ー

)

(

山

N
)

さ

て

次
に

､

均
斉
状
態
の

安
定
性
に

つ

い

て

検
討
し

ょ

う
｡

♪

を
､

㈹

式
で

定
義
す
る

｡

ま

ず
､

馴

式
を

均
斉
状
態
の

近

傍
で

､

ぁ

お

よ

び

和

に

関
し

て

そ
れ

ぞ

包

Ⅳ
-

な

ら

ば
､

ミ
計

=
○

曲
線
は

､

正

の

傾
き

を

も
つ

｡

同
様
に

､

脚

式
を

均

斉
状
態
の

近

傍
で

､

ゐ
､

和

に

関
し

て

そ
れ

ぞ

れ

偏
微
分
し

て

次

式
を

得
る

｡

宕
(

紺
)

サ

‖

･

口

約
討

{

価

鴨
}

∴

(

言

㍉

鞍

止
紺
)

書

‖

t

批
計

[

去
{

絹
コ

(

3

鯛

式
に

つ

い

て

は
､

一

尺

言
)
＼

聖
二

書

が

負
で

あ

り
､

良

>
○

で

あ
る

か

ら
､

(

-

＋
白

ト
U

＼

ト
)

が

正

な
ら

ば
､

つ

ま

り
α

が

十
分
に

小

さ

け
れ

ば
､

(

む

革

む

む
)

書

>
○

と

な
る

｡

ま
た

､

開

式
に

つ

い

て

も
α

が

十

分
に

小

さ
い

と

き
､



(

訂
も
邑

書

<
〇.
と

な
る

｡

神
色

=
○

曲
線
の

均
斉
状
態
の

近

傍
で

の

傾
き

は
､

[

獅
]
い

㍉
･

鮒
粥
‖

計
＋
[

㌍
冨(

誌
)

に

ょ

っ

て

与
え

ら
れ

､

神
色

=
○

曲
線
も

正
の

傾
き

を
も

ち
､

し

か

も

言
=
○

曲
線
よ

り
も

そ

の

傾
き

は

大
き
い

こ

と
が

わ
か

る
り

均

衡
の

局
所
的
安
定
の

必

要
十

分

条
件
は

､

→
→

P
Q
恥

㍉
半

∧
O

申

さ
乳

b
爪

革

㍉
≠

>
○

+

(

前
節
の

安
定
性
の

分

析
を
も

と
に

し

て
､

こ

こ

で

は
､

〃
の

増
加

が

均
斉
資
本
集
約
度
か

お

よ

び

予
想
物
価
変
化
率
材
に

与
え

る

効

果
を

検

討
す
る

｡

均
斉
状
態
で

は
､

軌

式
か

ら
､

ぎ
サ

=

㌔
=
七

-
声

が

成
立
し

､

㈱

式
は

ヨ

=
ト
(

ぎ
七

-

且

と

な

り
､

こ

れ

を

釧

式
で

か

盲
=
○

と

お

い

た

結
果

に

代
入

し
､

〃
で

微
分
し

､

賢
二

音
を

求
め

れ

ば

次
よ

う
に

な
る

｡

丸

雪

(

-

-
且
→

旨
卜

柑

軋

七

(

山

¢

)

と

な

る

こ

と
で

あ
る

｡

→

言
.Q

恥

㍉
≠

=
㍉

㌔
＋
㍉

㌔

で

あ

り
､

打
お

よ

び

ん

ほ

と

も
に

負
で

あ
る

か

ら
､

㍉
書

は
､

▲持
切
中

e

づ
｢

莞
也
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＼
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検
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が
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が
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す
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